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コーヒー出し殻に残存している有用有機物質 

 

 

小林貴司  斉藤勝美 

 

 

 廃棄物であるコーヒー出し殻の有効利用を目指して，コーヒー出し殻に残存する有機物質の中に有

用薬剤原料となる成分の存在可能性を模索した。有用有機物質の検討は，コーヒー出し殻と焙煎コー

ヒー豆から有機成分をアセトン，酢酸エチル，ヘキサンで抽出し，抽出液に含まれる有機化合物をイ

オントラップ型 GC/MS で測定することで行なった。その結果，ビタミン E として最も活性の強いα

－トコフェロールがコーヒー出し殻に 0.20 mg/g 含有していることが明らかとなった。市販ビタミン E
サプリメントの原材料である小麦胚芽に含まれているα－トコフェロールは約 0.22 mg/g であること

から，コーヒー出し殻は有用薬剤原料に成り得ると考えられた。 

 

 

1. はじめに 

 我が国のコーヒー豆の輸入量は，アメリカ，

ドイツに次いで世界第 3 位となっており，平成

18 年には約 46 万トンが輸入された。これらコ

ーヒー豆は，飲料製造工場やコーヒーショップ，

ホテルなど比較的同一箇所で大量に消費され，

コーヒー出し殻の大半は廃棄物として処理され

ている。コーヒーの出し殻は，エキスを温水で

抽出しただけの残渣であり，コーヒー豆の豊富

な糖質や脂質は抽出されずにほぼそのまま残存

していることから，まさに膨大な有用資源の消

失となっている。 
このコーヒー出し殻を有効活用する方法とし

ては，肥料や消臭剤，土壌改良剤とする利用方

法が広く知られている。また，最近になり，出

し殻をバイオ燃料として利用するための研究が

多く行なわれるようになった 1-6)。一部では実用

化されている事例 5, 6)もあり，循環型社会形成へ

と少しずつ着実に進んでいる段階であると言え

る。しかしながら，エネルギー収率や採算面で

は依然として難しい状況であり，より効率良く

またはより高度に出し殻を利用する手法の開発

が望まれている。 
そこで我々は，廃棄物であるコーヒー出し殻

をより有効に活用する手法を開発するために，

出し殻に残存する有機成分に着目した。コーヒ

ー豆には本来，いくつかの有用な有機物質が含

まれることが知られている 7-11)が，コーヒー出

し殻についての報告例はみあたらない。前述の

ようにコーヒー出し殻は焙煎コーヒー豆を温水

で抽出した後の残渣であるため，水溶性の低い

成分はコーヒー出し殻中にそのまま残存してい

る可能性が高い。そこで，コーヒー出し殻と焙

煎コーヒー豆について，有機溶媒による抽出を

行い，抽出液に含まれる有機化合物の定性，定

量を行い，コーヒー出し殻中に食品添加剤や栄

養機能食品（サプリメント）などの有用薬剤原

料が含有されているかの検討を行なった。 
 本研究は，平成 17 年度から 18 年度にかけ

て，秋田県健康環境センターと秋田県総合食

品研究所が共同で行なった「植物性産業廃棄物

の高度資源化に関する研究－コーヒー出し殻の

有効利用の検討－」の一環である。この共同研

究は，コーヒー出し殻のアルコール化によるバ

イオ燃料の製造，コーヒー出し殻に残存する有

用薬剤原料の模索，ペレットストーブ燃料の製

造という 3 つのテーマで構成されている。 

 

2. 方法 

 コーヒーエキス抽出前後での有機物質量を比

較するために，焙煎コーヒー豆とコーヒー出し

殻について，含有する有機物質の抽出操作を行

った。抽出溶媒には，アセトン，酢酸エチル，

ヘキサンを用いた。 
抽出操作は，100 mL の DURAN 瓶に試料 20 g

と有機溶媒 50 mL を入れ，テフロン製の蓋で密

閉し，超音波抽出（35℃，30 分間）により行っ

た。超音波抽出後，試料を孔径 0.5μm のガラス

繊維ろ紙でろ過し，そのろ液を抽出 1 回目の測

定試料とした。抽出 2 回目の測定用試料は，残
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った残渣を DURAN 瓶へ戻し，同様の抽出操作

を行なうことで作製した。この抽出操作を 4 回

繰り返し行い，4 回の測定値の合計を試料に含

まれる有機化合物の定量値とした。 
測定には， Varian 製のイオントラップ型

GC/MS（Saturn2200）を用い，質量数（m/z）100
～550 の範囲で SCAN 法により有機化合物の定

性，定量を行った。また，コーヒー出し殻と焙

煎コーヒー豆の含水率および強熱減量の測定も

行った。その結果，含水率はコーヒー出し殻で

64％，焙煎コーヒー豆で 2.6％であり，600℃で

の強熱減量はともに 86％であった。 
 
3. 結果と考察 
3.1 検出された有機化合物の同定 

図 1 に酢酸エチルによりコーヒー出し殻から

抽出された有機成分のクロマトグラムを示す。

アセトン，酢酸エチル，ヘキサン抽出すべてに

おいて，コーヒー出し殻と焙煎コーヒー豆から

抽出された有機成分クロマトグラムのピークパ

ターンは同様であり，12 種類の有機化合物が検

出された。 
検出された化合物のうち，ピークナンバー 6， 

7 以外の物質については，NIST による検索結果

をもとに個別の標準物質溶液を調製し，保持時

間およびマスパターンの比較から同定を行なっ

た。ピークナンバー 1 のカフェインは主にコー

ヒー，コーラに含まれ，脳神経系への覚醒作用

があることから医薬品などに利用されている。

ピークナンバー 2～5 の成分は炭素数 16～20 の

飽和・不飽和脂肪酸で，動植物の油脂成分であ

る。これらは，水溶性と脂溶性の性質を併せ持

つことから，界面活性剤として化粧品や洗剤の

原料として利用されている。ピークナンバー 8，
9 の成分は脂溶性ビタミンで，抗酸化剤として

優れた効能を有している。ピークナンバー  10
～12 の成分は植物性ステロールで，植物の細胞

膜を構成する成分であるとともに，血漿中コレ

ステロールの濃度を低下させる作用がある。 
ピークナンバー  6，7 の物質については， 

NIST ライブラリデータベースに登録されてい

ない物質と考えられ，コーヒー豆含有成分の報

告例 12-14)から，ピークナンバー 6 は無水カーウ

ェオール（分子量  = 296），ピークナンバー 7
は無水カフェストール（分子量  = 298）と考え

られた。これらは，血漿中コレステロールの濃

度を上昇させる作用 15)を持つことが知られてい

るが，一方では発癌を抑制する作用 16)も有する

とされる物質である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 酢酸エチルによりコーヒー出し殻から抽出された有機成分のクロマトグラム
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No. 　成分名 No. 　成分名

1 カフェイン 7 無水カフェストール

2 ヘキサデカノイックアシッド　（パルミチン酸） 8 β-トコフェロール（ビタミンE）

3 オクタデカジエノイックアシッド　（リノール酸） 9 α-トコフェロール（ビタミンE）

4 オクタデカノイックアシッド　（ステアリン酸） 10 カンペステロール

5 エイコサノイックアシッド　（アラキジン酸） 11 スチグマステロール

6 無水カーウェオール 12 β-シトステロール
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3.2 超音波抽出による有機化合物の抽出効率 

抽出操作 4 回の合計値を 100％としたときの，

抽出回数毎に含まれる有機化合物の割合を表 1
に示す。アセトンまたは酢酸エチルでの抽出で

は，抽出 3 回目に含まれる有機化合物の割合は 
0～9％程度であり，抽出 4 回目では 3 %以下で

あった。また，ヘキサンでの抽出においても，

カフェインを除くとほぼ同様の結果であり，抽

出 4 回目に含まれる有機化合物の割合は 4 %以

下であった。したがって，抽出回数を 3 回以上

行なうことで，抽出可能な有機化合物のほとん

どはコーヒー出し殻から抽出されたと考えられ

る。 
 

3.3 コーヒー出し殻への有機化合物の残存量 

表 2 に，各溶媒によりコーヒー出し殻と焙煎

コーヒー豆から抽出された有機化合物の定量値

を示した。定量値は，コーヒー出し殻と焙煎コ

ーヒー豆との含水率を考慮して，乾燥重量当た

りの含有量として算出した。 
アセトンと酢酸エチルでの定量値をみると，

コーヒー出し殻と焙煎コーヒー豆の定量値は検

出された全ての有機化合物についてほぼ同じ

で，焙煎コーヒー豆からコーヒーを抽出した後

もコーヒー出し殻にほとんどの有機成分が残存

していることがわかる。 
ヘキサンでは，ピークナンバー  1～5 の化合

物の定量値はアセトン，酢酸エチルと比べて低

い値であった。これは，無極性溶媒のヘキサン

では水溶性の強い化合物を効率良く抽出できな

かったことによると考えられる。ピークナンバ

ー 6～12 の疎水性の強い化合物については，ア

セトン，酢酸エチルと同様の値であり，有機成

分のほとんどがコーヒー出し殻に残存している

ことを示す結果であった。 
 

 

表 1 コーヒー出し殻から各溶媒により抽出された有機物の抽出回数毎に含まれる割合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 コーヒー出し殻と焙煎コーヒー豆から各溶媒により抽出された有機化合物の定量値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　（ ％ ）

　　　　アセトン 　　　酢酸エチル 　　　ヘキサン

1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 1 回目 2 回目 3 回目 4 回目

1 カフェイン 87 10 2 1 64 26 9 1 33 27 24 16

2 ヘキサデカノイックアシッド 82 13 5 1 76 14 7 3 85 7 4 4

3 オクタデカジエノイックアシッド 90 8 2 0 87 10 3 1 90 7 2 2

4 オクタデカノイックアシッド 87 11 2 0 85 12 2 1 98 1 1 0

5 エイコサノイックアシッド 84 15 1 0 92 7 0 0 89 9 2 0

6 無水カーウェオール 83 14 2 1 89 9 1 1 93 3 2 2

7 無水カフェストール 81 15 2 1 90 7 1 1 90 5 3 3

8 β-トコフェロール 71 18 8 2 79 14 5 2 93 5 2 1

9 α-トコフェロール 78 13 7 3 82 13 4 2 95 2 1 2

10 カンペステロール 60 31 8 1 75 16 7 2 92 4 2 2

11 スチグマステロール 57 32 8 3 77 15 6 3 92 4 2 2

12 β-シトステロール 58 32 9 1 78 13 6 3 96 3 1 0

ピークNo. 　         　　　     成分名

　　　　（ mg / g - dry ）

焙煎豆 出し殻

アセトン 酢酸エチル ヘキサン アセトン 酢酸エチル ヘキサン

1 カフェイン 15 13 2.7 14 15 0.21

2 ヘキサデカノイックアシッド 7.8 8.4 4.6 8.2 8.6 4.6

3 オクタデカジエノイックアシッド 6.1 7.1 1.7 7.6 7.7 2.8

4 オクタデカノイックアシッド 1.9 1.8 0.78 1.9 2.1 0.70

5 エイコサノイックアシッド 0.63 0.70 0.14 0.92 0.88 0.11

6 無水カーウェオール 5.5 5.6 4.8 5.2 5.1 4.6

7 無水カフェストール 9.8 11 10 10 10 8.4

8 β-トコフェロール 0.60 0.56 0.55 0.57 0.58 0.55

9 α-トコフェロール 0.20 0.22 0.19 0.20 0.20 0.20

10 カンペステロール 0.28 0.26 0.33 0.32 0.31 0.26

11 スチグマステロール 0.63 0.61 0.64 0.61 0.62 0.60

12 β-シトステロール 0.75 0.73 0.78 0.78 0.81 0.74

ピークNo. 　         　　　     成分名
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3.4 有用薬剤原料の模索 
検出された有機化合物の中で，最も有用薬剤

としての可能性が高いのは，ピークナンバー 8，
9 のビタミン E と考えられた。ビタミン E の抗

酸化剤としての効果は，最も活性の強いα－ト

コフェロールの量に左右されるが，コーヒー出

し殻のα－トコフェロール含有量は 0.20 mg/g
と市販ビタミン E サプリメントの原材料である

小麦胚芽の約 0.22 mg/g 17)に対して同等の値を

示している。 
ピークナンバー 6，7 の無水カーウェオール，

無水カフェストールは，血漿中コレステロール

の濃度を上昇させるため 15)，健康に有害な物質

である。一方，発癌を抑制するという作用も確

認されている 16)。現在は動物実験の段階である

が，発癌抑制作用がより詳細に解明されること

になれば，優れた薬剤となる可能性もある。 
コーヒー出し殻を有用薬剤原料として活用す

るために，問題となるのは大量に共存するカフ

ェインである。大量摂取すると健康に悪影響 18)

があるカフェインは取り除く必要がある。さら

に，無水カーウェオール，無水カフェストール

も有害な物質であるので分離しなければならな

い。こうしたことから，コーヒー出し殻を有用

薬剤原料とするには，無水カーウェオールと無

水カフェストールおよびカフェインを容易に分

離除去することができる精製方法の開発が課題

になると考えられる。 
 
4. まとめ 

廃棄物であるコーヒー出し殻から 12 種類の

有機化合物を抽出した。これら全ての有機化合

物の定量値は，コーヒー出し殻と焙煎コーヒー

豆でほぼ同量であり，焙煎コーヒー豆からコー

ヒーを抽出した後もコーヒー出し殻に有機成分

の殆どが残存していることがわかった。 
 検出された有機化合物の中で，最も有用薬剤

としての可能性が高いのは，ビタミン E として

最も活性の強いα－トコフェロールと考えられ

た。 
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